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福島県身体障がい者福祉大会（10 月 22 日）飯舘村と新地町の
会員で記念撮影・関連記事は、２ページに掲載

スマートフォン等でご覧に
なりたい方はこちらから➡飯舘村社協

☆ホームページもご覧ください
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各団体の活動状況各団体の活動状況

中野幸夫さん中野幸夫さん 菅野朝子さん菅野朝子さん

　10 月 19 日、ビッグパレットふくしま（郡山市）で令和 3 年度赤十字ボランティアのつど
いが開催され、新型コロナ感染対策により人数制限があったため団員 3 名が参加しました。
その席上で、赤十字奉仕団として永年にわたり活動してきた功績が認められ、中野幸夫さん（草
野・写真左下）と菅野朝子さん（草野・写真右下）が銀色有功章を受章されました。その後、
フリーアナウンサーの宗方和子氏より「詩の中に生きている博愛の心」と題しての講演を聞き、
今後の活動意欲を高める機会となりました。

　10 月 22 日、相馬市民会館で第 69 回福島県身体障がい者福祉大会が開催され、飯舘村から
は会員６名が参加しました。（表紙写真）第 1 部では、「原発事故後の放射線の健康影響に関
する取組みと新型コロナウィルス感染症の現状」についての講演会が行われました。
　第 2 部として式典が行われ、福島県身体障がい者福祉協会会長表彰状及び感謝状の授与が
あり、その席上で松林正一さん（大久保外内）が「自立更生者表彰」を受賞し（写真左下）、
石井せんさん（臼石）に「加盟団体運営協力者感謝状」が贈られました。また、受賞者を代表
して松林さんが謝辞を述べられました。（写真右下）

身体障がい者福祉会身体障がい者福祉会

赤十字奉仕団赤十字奉仕団

15 年以上にわたり活動を続けています！受章おめでとうございます‼15年以上にわたり活動を続けています！受章おめでとうございます‼
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▲高得点の穴を目指してボールを転がしました ▲ｽｶｯﾄﾎﾞｰﾙで優勝し記念品等が贈られました

　10 月 15 日、今年もいいたてホームで花植
えや周辺の環境整備を行いました。当日は晴
天のもと、委員２３名が参加し、プランター
にパンジーなどを植えたり、花壇を手入れし
たりしました。
　その後、いちばん館において今後の活動等
について協議し、新型コロナ感染対策をしな
がら訪問等の活動をすることを確認しました。

　11 月 2 日にならはスカイアリーナ（楢葉町）で 令和 3 年度相双地区ふれあいニュースポー
ツ交流大会が開催され、会員 20 名が参加しました。各市町村 10 チームにより組合せ抽選が
行われ、各チーム囲碁ボール、スカットボール、ボッチャの３種目で高得点を目指して競い
合いました。その結果、スカットボールで見事優勝しました。表彰式では、各種目上位チー
ムに賞状と記念品が贈られました。

老人クラブ連合会老人クラブ連合会

共同募金委員会共同募金委員会

民生児童委員協議会民生児童委員協議会身体障がい者福祉会身体障がい者福祉会

　10 月 1 日より「赤い羽根共同募金運動」が
始まり、10 月 23 日に飯舘村地域防災センター

（旧飯樋小学校）で、イベント募金を実施しま
した。当日は、みんなの作品展に来場されたみ
なさんに募金の協力を呼びかけました。ご協力
いただきありがとうございました。お寄せいた
だいた募金は、県内及び村の地域福祉のために
活用させていただきます。

第 73号	 いいたて社協だより	 令和３年 11月 20日　⑶



ぶどうの粒を一つ一つ軸に
取り付けています

新聞紙を丸め、ぶどうの粒を
作っています

【展示された作品です】

ぶどうを片手に笑顔が見られました！ぶどうを片手に笑顔が見られました！

サポートセンター 「つながっぺ」 コーナーサポートセンター 「つながっぺ」 コーナー
　新型コロナ感染防止のため 8 月より約 2 ヶ月間臨時休業していました
が、10 月 4 日から再開（当面の間午前中のみの利用）しました。利用
者からは、「待ち遠しかった」、「利用再開を楽しみにしていた」などの
喜びの声が聞かれました。
　再開後は、「みんなの作品展」への作品出展に向けて作品づくりを行
いました。新聞紙を丸めたものを薄い色紙で包み、ぶどうの粒を作り、
葉っぱ等を付け、自分だけのぶどうを完成させました。完成したぶどう
は、スタッフが準備した棚に飾られ、作品で展示されました。（写真右）
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▲完成した作品と一緒に記念撮影

▲齊藤会長より賀寿を受け取る花井さん ▲菅野会長より記念品が贈られました

▲講師の佐藤氏（写真右）の説明を聞きながら、
　寄せ植えを楽しみました

家族介護者交流のつどい家族介護者交流のつどい

　第２回家族介護者交流のつどいは、10 月 25 日にいちばん館で開催されました。今回は、
保原屋生花店の佐藤厚子氏を講師に迎え、「秋の寄せ植え教室」を行いました。新型コロナ感
染防止対策をしたうえで短時間の開催となりましたが、10 名が参加し寄せ植えを通して交流
を深めました。参加者からは、「イライラする日々が続きストレスがたまっていたが、花や植
物に触れることでスッキリした」と話をしていました。

　花井トヨさん（伊丹沢）が 10 月 28 日に満百歳を
迎えられ、賀寿贈呈式が自宅で行われました。お祝
いには、家族と関係者が出席し、その席上で当協議
会の齊藤修一会長より賀寿の贈呈（写真左下）、村老
人クラブ連合会の菅野茂会長より記念品（写真右下）
が贈られました。
　花井さんは、賀寿を受け取るとその場で文面を読
み始め、元気な姿を見ることができました。
　益々のご健康とご長寿をお祈り申しあげます。

百歳賀寿贈呈式百歳賀寿贈呈式

できごとできごと

お

め
でとうございま

す

お

め
でとうございま

す
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心配ごと相談を開催します心配ごと相談を開催します

みなさんのお出かけのお手伝いをしますみなさんのお出かけのお手伝いをします

ありがとうありがとう
ございましたございました

曜　日 午　前 午　後
月 村内のみ（役場、道の駅、金融機関等）

火・木 いいたてクリニック等 村内（役場、道の駅、金融機関等）
水・金 川俣町での買い物（いちい等） 村内（役場、道の駅、金融機関等）

いいたて社協だよりの発行は、台湾共同募金会からの寄付金を使用させていただいております。

編集・発行
社会福祉法人

飯舘村社会福祉協議会
〒 960 － 1803
福島県相馬郡飯舘村伊丹沢字伊丹沢 571

陽だまりの家
TEL 0244－42－1021　FAX 0244－42－1040
メール：hidamari@iitatesyakyo.com

　今年度は延期や中止となった
事業が多くありましたが、現在

は基本的な感染防止対策を徹底しながら各事業
等に取り組んでいます。また、各団体の活動状
況では、永年の活動に対する功績等を称える表
彰などうれしいできごとがありました。新型コロ
ナ関連の暗いニュースばかりでしたが、今後明
るい話題を多く発信できるようにしていければ
と思っています。これから益々寒くなってきま
すので、体調を崩さぬようお気を付けください。

編集後記

お知らせ

ホームページ：https://iitatesyakyo.com/
飯舘村社協

弁護士法人鈴木芳喜法律事務所による法律相談を開催します。相談は無料です。
　○日　時…12 月 20 日（月）午後 1 時 15 分から午後３時まで
　○場　所…飯舘村社会福祉協議会
　○相談員…弁護士法人鈴木芳喜法律事務所弁護士
　○予　約…村社会福祉協議会にお申し込みください。
　○申し込み期限…12 月 15 日（水）まで

　当協議会では、村から「生活支援ワゴン運行事業」を受託し、買い物等にも利用
できるワゴン車を運行しています。
　◦運 行 日：月曜日から金曜日（祝祭日を除く）※土日は休止
　◦対 象 者：帰村している方（原則運転できない方）
　◦利用方法：事前の予約が必要で、希望利用日の２日前までにご予約ください。
　◦利 用 料：無料
　◦行　　先

（連絡先：飯舘村サポートセンター「つながっぺ」0244-26-5207）

●ご遺志によるご寄付　
　・小山　茂　様 （故 小山 ましよ 様）

※令和 3 年 9 月 1 日から令和 3 年 10 月 31 日まで掲載しています。

あたたかい善意に心から感謝いたします
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